
学校番号 2002 

平成 31 年度 家庭科 

 

教科 家庭科 科目 家庭基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「家庭基礎」自立・共生・創造 （東京書籍） 

副教材等 スーパーライブビュー Super Live View （東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○生活を総合的・多面的にとらえ、様々な生活課題に関心をもち、積極的に取り組みましょう。 

・家庭・地域・社会の生活課題を取り上げ、ワークショップや演習を通して、様々な立場の人の考え方

や生き方にふれ、多様性を認め合い、自己の考えをもちましょう。 

・身近な生活課題を発見し、自ら解決しようとする実践的な態度を身につけ、生活改善に役立てましょ

う。 

 

２ 学習の到達目標 

・人の一生と発達課題、家族の役割と重要性、家族に関する法律などについて理解させるとともに、男

女共同参画社会の実現のための課題を見いだし自己実現のための自立の必要性について認識させる。 

・こどもの発達と保育・福祉について理解させるとともに、保育の重要性、保育者や社会の果たす役割

について認識させる。 

・わが国の高齢社会・社会福祉の現状を知るとともに、ノーマライゼーションの実現のためには、どの

ようにすべきか考え、取り組んでいけばよいかという実践的な態度を育てる。 

・衣生活、食生活および住生活の科学と文化に関する知識と技術を身につけ、体験学習を通して充実し

た生活を営むことができる実践的な能力を育てる。 

・消費者市民社会の一員として、自立した消費者として行動することのできるよう知識を深め、よりよ

い生活を目指そうとする態度を養う。 

・生活を総合的・多面的にとらえ、様々な生活課題に関心をもち、自ら解決しようとする実践的な態度

を身につける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

人の一生と家族・家庭

及び福祉、衣食住、消

費生活などについて関

心をもち、その充実向

上をめざして主体的に

取り組みとともに、実

践的な態度を身につけ

ている。 

人の一生と家族・家庭

及び福祉、衣食住、消

費生活などについて、

生活の充実向上を図る

前の課題を見出し、そ

の解決をめざして思考

を深め、定説に判断し、

工夫し創造する能力を

身につけている。 

人の一生と家族・家庭

及び福祉、衣食住、消

費生活などに関する

基礎的・基本的な技術

を身につけている。 

人の一生と家族・家庭

及び福祉、衣食住、消

費生活などに関する

基礎的・基本的な知識

を身につけている。 



評
価
方
法 

学習状況の観察 

毎時間の提出物（プリ

ントなど）の記述 

調理計画、被服製作計

画、実習記録表、レポ

ート、発表、自己評価

等 

学習状況の観察 

毎時間の提出物（プリ

ントなど）の記述 

調理計画、被服製作計

画、実習記録表、レポ

ート、発表、定期考査

の結果、自己評価・相

互評価等 

 

学習状況の観察 

毎時間の提出物（プ

リントなど）の記述 

被服製作の作品、観

察記録表、レポート、

発表、定期考査の結

果、自己評価・相互

評価等 

 

学習状況の観察 

毎時間の提出物（プ

リントなど）の記述 

調理計画、被服製作

計画、実習記録表、

観察記録表、レポー

ト、発表、定期考査

の結果等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

４
月 

自
分
ら
し
い
生
き
方 

○家庭科の学び方 

・ホームプロジェクトと学校家

庭クラブ活動 

○自分を見つける 

 ・生涯発達の視点 

 ・青年期の課題 

 ・他己紹介(1 分／人) 

○目標をもった将来展望 

 ・自立した生き方 

 ・共に生きる人生 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:人間のライフステージごとの発

達課題について理解している。 

b:青年期は自己のアイデンティテ

ィを確立する時期であることを

自分の問題として認識し、その

解決をめざして考え、表現して

いる。 

c:性に関しての事例研究などを通

して、多面的に理解しようとし、

よりよい関係を築くための課題

を見い出し、検討する技術を身

につけている。 

d:自己実現を図るためには、まず

自立した人間になることの必要

性を認識している。 

b:グループワークを通して実践的

な態度を身につけている。 

 

授業観察 

プリント 

定期考査 



５
月 

共
に
生
き
る
家
族 

○家族・家庭って何だろう 

 ・家族の定義をつくる 

 ＊ワークショップ 

 

○家族に関する法律 

 ・民法のクイズ 

 ＊未来の理想の家族像をイラス

トで表現・発表(文化祭にて

展示) 

○これからの家庭生活と社会 

 ・労働と生活時間 

 ・ジェンダーの視点から 

 ・家族・地域・社会の視点で 

 ・他国との比較 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a:家族・家庭の意義や役割、男女

の平等と相互の協力などについ

て関心をもち、意欲的に学習に

取り組もうとしている。 

b:家族・家庭と社会について、現

代の家族の特徴、家庭の機能、

法律などについて理解し、課題

や問題点を考え、表現している。 

c:事例研究などを通して、家族や

家庭のあり方について多面的に

検討する技術を身につけてい

る。 

d:生涯発達の視点で、家族・家庭

の意義、社会とのかかわりなど

について理解し、人の一生を自

分の問題として捉えるための知

識を身につけている。 

授業観察 

プリント 

定期考査 

６
月
・７
月 

衣
生
活
を
つ
く
る 

○被服の機能と着装 

 ・衣服の意義 

 ・衣服の安全・衛生 

○被服の管理と計画 

 ・被服表示の見方 

 ・界面活性剤のはたらき 

 ＊被服の構成と被服製作 

○これからの衣生活 

 ・ユニバーサルデザインを考え  

  る 

 ・持続可能な社会をめざしたラ

イフスタイル 

 ・個々に求められる被服の条件 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

ａ:衣服の成り立ちと機能につい

て理解する。 

b:健康と安全に配慮した衣服の調

達と環境と資源に配慮した衣服

の管理について考え、表現して

いる。 

c:被服の構成について理解し、課

題や問題点を考え、意欲的に被

服実習に取り組もうとしてい

る。 

d:生涯を通して健康で快適な衣生

活を営むために必要な被服の知

識や、被服管理などの技術を身

につけている。 

 

授業観察 

プリント 

製作計画 

実習レポート 

製作物 

自己評価 

相互評価 

定期考査 

７
月 

子
ど
も
と
共
に
育
つ 

○子どもを知る 

 ・発達のすばらしさ 

 ・子どもの生活 

 ・親になる視点で 

○ホームプロジェクトと学校家庭

クラブ活動 

・自分の小さい頃を知っている人

または、子育て経験者にインタ

ビューして 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

a:子どもの発達と保育について関

心をもち、実践的・体験的な活

動を通じて意欲的に学習に取り

組もうとしている。 

b: 子どもの発達と保育について

理解し、家族・地域・社会の果

たす役割を認識するために、必

要な知識を身につけている。 

授業観察 

プリント 

レポート 

発表 

定期考査 



８
月
・９
月 

子
ど
も
と
共
に
育
つ 

○子どもを取り巻く環境 

 ・あそびの意義 

 ・虐待はなせ？ 

 ・潜在危険を考える 

 

○ ○  ○ a: 子ともを取り巻く環境につい

て、課題を見出し、その解決を

目指して考え、表現している。 

 

授業観察 

プリント 

レポート 

定期考査 

９
月 

高
齢
社
会
を
生
き
る 

○共に生き、共に支える 

 ・ユニバーサルデザインについ

て考える 

 ＊シニア体験 

 ・認知症を理解する 

 （オレンジリング活動の紹介） 

○現代社会の抱える問題とは 

・社会的弱者の視点で 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a:共生社会と福祉について、家庭

や社会の一員として関心をも

ち、意欲的に学習に取り組もう

としている。 

b:共生社会を成立させるための課

題を見出し、その解決をまざし

社会の一員として何ができるか

考え、工夫している。 

c:地域で行われている活動につい

て、情報を収集・整理したり参

加したりする技術を身につけて

いる。 

d:共に生き、共に支える組織・制

度・法律の必要性について理解

し、皆がより暮らしやすい社会

を目指して、１人ひとりを大切

にする文化を根付かせようとす

る姿勢をもち、それを表現して

いる。 

授業観察 

プリント 

レポート 

発表 

定期ｌ考査 

  
前期末考査  ○ ○ ○  定期考査 



１ ０

月 

 ・ 

１ １

月 

 ・ 

１ ２

月 

食
生
活
を
つ
く
る 

○私たちの食生活 

○栄養と食品のかかわり 

 ・何をどれだけ食べたらいいの

か？ 

 ・食品の選び方と安全 

○食生活をめぐる課題 

○調理の基礎 

 ＊調理実習３回 

     （１０月～２月 和洋中） 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

a:食事と健康、安全と環境に配慮

した食生活、ライフスタイルと

環境に関心をもち、意欲的に学

習に取り組もうとしている。 

b:食をめぐる課題を見い出し、そ

の解決をめざして考え、適切に

判断し表現している。 

c:生活習慣病を予防し、生涯を通

して健康で安全かつ環境に配慮

した食生活を営むために必要な

栄養・食品・調理・食品衛生等

の技術を日常食の調理実習を通

して身につけている。 

d: 栄養・食品・調理・食品衛生・

ライフスタイルと環境などにつ

いて、実験・実習を中心とした

学習を通し、科学的に理解し、

健康で安全な食生活を主体的に

営むために必要な知識を身につ

けている。 

 

授業観察 

プリント 

実習計画 

実習レポート 

定期ｌ考査 

１ ２

月 

 ・ 

１

月 

 

食
生
活
を
つ
く
る 

○ホームプロジェクトと学校家庭

クラブ活動 

 ・家族の健康と生活時間 

 ＊食生活に関する内容で、家

庭で実践できることを考え、

実践し、報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ a:ホームプロジェクトと学校家庭

クラブ活動について関心をも

ち、主体的に学習に取り組もう

としている。 

b:生活上の課題を見い出し、その

解決をめざして科学的に探求

し、表現している。 

c:計画に沿ってホームプロジェク

トや学校家庭クラブ活動を実践

することができる。 

d:ホームプロジェクトと学校家庭

クラブ活動の実践に必要な知識

を身に付けている。 

 

授業観察 

プリント 

レポート 

定期ｌ考査 

 



１ 

月 

 ・ 

２ 

月 

消
費
生
活
を
考
え
る
・住
生
活
を
考
え
る 

 

○賢い消費者になろう 

 ・消費者市民社会の一員として

の消費行動と意思決定 

 ・キャッシュレス社会の課題 

 ・消費者問題の傾向と対策 

 ・リスクに備えた生活設計と経済

の計画・管理 

○人とすまいのかかわり 

 ・安全・衛生的な住まいの環境 

 ・持続可能な社会を目指したラ

イフスタイル 

 ＊食行動を考える 

（小論文作成） 

   例）・食品の廃棄 

     ・世界の食糧事情 

     ・コンビニ２４時間営業等 

      

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

a:現代の消費生活の特徴と課題に

ついて関心を持ち、意欲的に学

習に取り組もうとしている。 

b:消費をめぐる課題を見い出し、

その解決をめざして考え、適切

に判断し表現している。 

c:持続可能な消費者市民社会の実

現に向け、消費者としての責任

を多面的に検討する技術を身に

つけている。 

d:持続可能な開発目標（SDGs）の 

視点から、消費者としての責任 

を多面的に検討する知識を身に

つけている。 

 

 

授業観察 

プリント 

小論文 

定期ｌ考査 

自己評価 

相互評価 

定期考査 

 

 

学年末考査  ○ ○ ○  定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ ＊は、ワークショップ、実習・実験など実践的・体験的な学習活動や問題解決的な学習活動を

示している。 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 

 


